
第１学年＊組 保健体育科学習指導案

指導者 鈴木 奈身

１ 単元名 球技「ゴール型（バスケットボール)」

２ 単元で育成する資質・能力

〇 勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，技術の名称や行い方，体力の高め方，運動観

察の方法などを理解するとともに，安定したボール操作と空間を作りだすなどの動

きによってゴール前への侵入などから攻防することができるようにすること。

（知識及び技能）

〇 攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み

方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができるよう

にすること。 （思考力，判断力，表現力等）

〇 学習に自主的に取り組み，作戦などについての話合いに貢献することができるよ

うにする。また，一人一人の違いに応じたプレーなどを大切にし，互いに助け合い

教え合おうとすることや，健康・安全を確保することができるようにすること。

（学びに向かう力，人間性等）

３ 単元の評価規準（学習活動に即した評価規準）
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４ 単元の指導について

(1) 教材について

バスケットボールはゴール型の球技で，それぞれ５人の競技者からなる二つのチー

ムがお互いにボールを奪い合い，得点を競うスポーツである。高等学校では，これま

での学習を踏まえて，勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決したりするなどの多



様な楽しさや喜びを味わいながら，作戦や状況に応じた技能で仲間と連携しゲームを

展開することなどが求められる。

本単元では，単元を通してドリルゲームやタスクゲーム，メインゲームを取り入れ，

安定したボール操作と空間を作りだす動きの習得を目指していく。また，作戦を考え

たり，話し合ったりしながら伝え合う活動を取り入れ，学習を進めていく。単元を通

して資質・能力のつながりを意識した指導計画の見直しと，生徒の実態を踏まえた学

習場面の工夫を通して，運動の楽しさや喜びを味わい，学習で身に付けた知識や技能

を活用して学習課題への取組を工夫したり，自己や仲間の課題の発見や解決に向けて

考えたりしたことを他者にわかりやすく伝えられるようにするなどの資質・能力を育

てる学習指導の在り方を究明していく。

(2) 生徒の実態について

本学級は，明るく素直な生徒が多く，落ち着いた態度で授業に臨むことができる。

しかし，体育の授業に対しての意欲関心や生徒の運動能力は二極化している。図１は，

本単元の事前に行った体育授業に関する意識調査の結果である。ほとんどの項目で

「よくあてはまる」や「あてはまる」と回答している生徒が多いが，項目６の「体育

・保健体育の授業において，課題の発見・解決に向けて，自分の考えを友達に伝える

ことができますか」では,｢あまりあてはまらない」に回答している生徒が21人であっ

た。このことは，これまでの体育授業において，自己や仲間の課題の発見や解決に向

けて考えたり，他者にわかりやすく伝えたりする場面の設定が不十分であったからだ

と考えられる。また，項目８の「保健体育の授業で，できなかったことができるよう

になったきっかけは何ですか」では,｢友達に教えてもらった」と回答している生徒が

28人と最も多く,｢授業中に自分の動きを撮影して動画を見た」と回答している生徒は

いなかった。

図１ 体育授業に関する意識調査（令和元年９月３日実施，第１学年**人）

５ 単元の指導計画（10時間扱い）

別紙資料参照

項          目 よくあてはまる あてはまる
あまりあては

まらない

あてはまらな

い

1 　体育・保健体育の授業は楽しいと思いますか。 11 23 5 1

2 　体育・保健体育の授業において，友達と助け合ったり，役割を果たしたりしていますか。 13 22 4 1

3 　卒業した後も運動やスポーツと関わりたいと思いますか。 6 17 11 6

4 　体育・保健体育の授業を通して，運動のコツやポイントを分かったことがありますか。 6 21 13 0

5
　体育・保健体育の授業において，「わかる」ことで「できる」ようになったり，「できる」ことで「わか
る」ようになったりしたことはありますか。 4 30 6 0

6
　体育・保健体育の授業において，課題の発見・解決に向けて，自分の考えを友達に伝えるこ
とができますか。 1 15 21 3

7 体育・保健体育の授業において，友達と協力して課題を解決できたことはありますか。 9 25 6 0
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コ できるようになったことがない。

ケ 授業外の時間に自分で本を読んだり動画を見たりした。

ク 授業外の時間に自分で練習した。

キ 授業外の時間に先生に教えてもらった。

カ 授業中に自分の動きを撮影して動画を見た。

オ 友達に教えてもらった。

エ 先生や友達のまねをしてみた。

ウ 自分に合った場やルールが用意された。

イ 授業中に自分で工夫して練習した。

ア 授業中に先生に個別にコツやポイントを教えてもらった。

８ 保健体育の授業で，できなかったことができるようになったきっかけは何ですか？（複数選択可）

（人）



単元名：高等学校第１学年　球技「ゴール型（バスケットボール）」

指導と評価の計画（10時間扱い）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

【オリエンテーション】

10 ○学習の進め方の確認 　　　　　　・パス＆ラン（30秒）

 ・単元のポイント 　　　　　　・パスシュート（１分）

 ・単元の目標 　　　　　　・３対２のパス（１分）

 ・授業の内容

　　ドリルゲーム

20 　　タスクゲーム

　　メインゲーム 【タスクゲームⅡ①】 メインゲームⅠ①

 ・学習カードの使い方 アウトナンバー２対１ アウトナンバー３対２

○事前アンケート実施 ・試合時間３分 ・試合時間３分３０秒

○グループ決め ・攻撃側:３人→コート

30 ・守備側:２人→コート

　２人→出現頻度ﾁｪｯｸ

　１人→動画撮影 メインゲームⅡ

イーブンナンバー３対３

・試合時間３分

40

50

知 ①カード ②カード

技 ①観察 ②観察

思 ①カード ②カード ③カード

態 ①観察 ②観察 ③観察

総
括
的
評
価

発問③
「ゴール前に広い空間
を作りだすためにはど
うすればよいか？」

メインゲームⅠ①

【作戦タイム】

メインゲームⅠ②メインゲームⅠ①

【動画の確認】
【作戦タイム】

評
価
計
画

【作戦タイム】 【作戦タイム】

【学びの確認・共有】

【タスクゲームⅡ②】

【タスクゲームⅠ③】

【タスクゲームⅡ②】 メインゲームⅠ②

メインゲームⅠ②

時間

学
習
の
流
れ

ねらい

バスケットボール
の特性や学習の進
め方を理解するこ
とができる

整理運動，学習の振り返り

【作戦タイム】

【タスクゲームⅠ
①】

宝運びゲーム

【Ｗ－ｕｐ：タスクゲームⅠ（宝運びゲーム）】　【ドリルゲーム（パス＆ラン，パスシュート，３対２のパス）】

【タスクゲームⅠ
①】

宝運びゲーム
【タスクゲームⅠ②】

【出席確認，健康・安全の確認，本時の学習内容の確認】

【ドリルゲーム】　

【学びの確認・共有】【学びの確認・共有】

【タスクゲームⅠ②】

【宝運びゲームの説明】

バスケットボールに必要な「ボール操
作」と「空間に走り込む動き」を身に
付けることができる

「パス」「ドリブル」「シュート」状
況に応じたプレーができる

メインゲームⅠ

【作戦タイム】

【学びの確認・共有】【学びの確認・共有】

「空間を作りだす」動きによってゴール前への侵入から攻防することができる

【学びの確認・共
有】

【学習のまとめ】

発問①
「シュートにつなげるた
めにはどのように動い
たらよいか？」

・攻撃，守備ともに５人
でローテーション

【作戦タイム】

【タスクゲームⅡ
①】

【作戦タイム】

発問②
「相手のいない空間を
作りだすためにはどう
すればよいか？」

メインゲームⅠ①

【作戦タイム】


